
博士課程後期単位取得退学者に対する学位審査出願手続き（特例）の手引き 

（１２月提出） 

横浜国立大学大学院国際社会科学府 

 

１． 特例措置の対象 

国際社会科学研究科・学府博士課程後期を退学した者は、以下の条件を満たす場合に

は、審査手数料を納付することなしに学位請求論文を提出することができ、審査に合格す

れば博士号（論文博士）を取得することができる。 

（１）国際社会科学研究科・学府博士課程後期に３年以上在学 

（２）第２次論文中間報告に合格 

（３）在学中に修了に必要な単位を取得 

（４）退学後１年以内に学位請求論文を提出 

（５）在学中に申請した希望取得学位と同一の学位を申請 

 

２． 論文審査申請書提出期間 

令和７（２０２５）年１１月１０日（月）～１１月１４日（金）１７時 

 

実施者は申請書を記入して、大学院学務係にメールにて提出してください。申請書様式は、

下記の Webサイトからダウンロードしてください。 

横浜国立大学大学院国際社会科学府・研究院＞トップ＞在学生の方

https://www.gsiss.ynu.ac.jp/student/ 

 

３． 学位請求論文等提出期間 

令和７（２０２５）年１２月８日（月）～１２月１０日（水）１７時【厳守】 

 

４． 学位請求論文等提出書類 

下記の（１）～（３）について電子ファイルにより大学院学務係にメールにて提出してくだ

さい。 

（１）学位請求論文 

（２）学位請求論文要旨（様式第１号） 

（３）参考論文目録（様式第２号） 

 

５． 学位請求論文 

原則としてＡ４判、左綴じ縦長横書きとし、作成した電子ファイルをメールにて提出してく

ださい。表紙（１ページ目）には論文題名および氏名を明記すること。 

   日本語の場合は、題名の次にその英訳（欧文も可）を併記すること。 

 

※責任指導教員のもとで、論文の剽窃チェックを必ず受けた上で提出すること。 

 

https://www.gsiss.ynu.ac.jp/student/


６． 論文要旨 

学位論文要旨は、４、０００字～８、０００字程度（英文の場合は、Ａ４版ダブルスペー

ス５枚～１０枚程度）とし、様式第１号により作成した電子ファイルをメールにて提出し

てください。 

 

７． 参考論文目録 

（１） 様式 

様式第２号により作成した電子ファイルをメールにて提出してください。 

（２）題名について 

学位論文の内容以外の公表論文のうち、特に参考になる自著、及び共著の論文があれば、

その題名、発表者名(全員)、公表の方法及び時期を記載したものを提出すること。 

  



学位論文審査合格者の論文及び論文要旨等の提出について 
 

（提出期限 令和８（２０２６）年２月２７日（金）１７時【厳守】） 

 

１．学位論文審査合格者の提出物について 

 

提出物 詳細 提出先 

学術情報リポジトリへの

博士論文の登録申請書 

PDFファイル 
※押印又はサインの上、PDF ファイルで提出して

ください。 大学院学務係あてに 

Eメールで提出 

 
※氏名と学籍番号を明記

したうえで、E メール

にて提出してくださ

い。  

※PDFファイルに文字化

け等はないか、また内

容が正しく表示されて

いるか、提出前に必ず

確認してください。 

博士論文全文の電子ファ

イル 

PDFファイル 
※ファイル名は「博士論文全文（氏名）.pdf」と

してください。 

※ファイルは１ファイルとしてください。複数の

ファイル（表紙、目次、序論、本論など）に分

割しないでください。 

論文要旨の電子ファイル
（論文審査時に提出したものと

同一内容） 

PDFファイル 

（様式第１号） 
※ファイル名は「博士論文要旨（氏名）.pdf」と

してください。 

 

 

２．学位論文及び審査結果の要旨並びに博士論文の全文の公表方法について 

 

（１）インターネットを利用した公表 

学位規則の一部を改正する省令（平成２５年文部科学省令第５号）が平成２５年３月１１日

に公布され、平成２５年４月１日から施行されました。この改正に伴い、平成２５年４月１日

以後に本学大学院から博士の学位を授与された者は、「学位論文及び審査結果の要旨」並びに

「博士論文の全文」をインターネット（横浜国立大学学術情報リポジトリ）の利用により公表

することになりました。 

 

（２）電子ファイルの形式 

長期的な保存及びアクセシビリティ確保のため、次のことに注意してください。 

・外部情報源（外部フォント等）を参照せず、フォントを埋め込んだファイルとすること。 

・暗号化、パスワードの設定、印刷制限等を行わないこと。 

 

（３）インターネット公表の代替措置 

やむを得ない事由により博士論文の全文の公表を希望しない場合は、「博士論文インターネ

ット公表（学術情報リポジトリ掲載）の代替措置に係る確認書」および理由書ならびに添付資

料（原稿受領メールや投稿規程のハードコピー等）を令和７（２０２５）年２月２８日（金）

までに大学院学務係へ提出してください。その事由が下記に該当すると本学府教授会等で承認

された者は、博士論文に代えて、その内容を要約したもの（論文要旨）をインターネットで公

表することができます。 

 



【博士論文全文の公表が困難な事由】 

・博士論文が、立体形状による表現を含む等の理由により、インターネットの利用により公表

することができない内容を含む場合 

・博士論文が、著作権保護、個人情報保護等の理由により、博士の学位を授与された日から1年

を超えてインターネットの利用により公表することができない内容を含む場合 

・出版刊行、多重公表を禁止する学術ジャーナルへの掲載、特許の申請等との関係で、インタ

ーネットの利用による博士論文の全文の公表により博士の学位を授与された者にとって明

らかな不利益が、博士の学位を授与された日から1年を超えて生じる場合 

・その他、教授会が真にやむを得ないと承認した場合 

 

※博士論文全文の非公表が承認された場合においても、博士論文全文および論文要旨の電子フ

ァイルは、所定の期日までに大学院学務係へ提出してください。 

※博士論文全文の非公表が承認された場合においても、やむを得ない事由がなくなった場合は、

その旨を大学院学務係へ報告してください。報告を受けた後、博士論文の全文の公表を開始

します。 

※博士論文全文の非公表が承認された場合において、非公表とする期限に達した以後もやむを

得ない事由が継続する場合は、再度確認書を提出してください。 

 

  



【平成 24（2012）年度以前入学者適用】 

博士論文 表紙の形式 

 

  表紙 

 

 

 

 

博士論文 

 

横浜国立大学の歴史について 

The History of YNU 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

横浜国立大学大学院 

国際社会科学研究科 

 

 

横国 太郎 

YOKOKOKU Taro 

 

 
 

2026 年 3 月 

March 2026 

 

 

学位取得年月

を西暦で日本

語および英語

で表記 

論文タイトルは和文

と英文の両方を併記

（英文のみも可） 

氏名は日本語と

ローマ字表記の

両方を併記（ロー

マ字表記のみも

可） 



【平成 25（2013）年度以降入学者適用】 

博士論文 表紙の形式 

 

  表紙 

 

 

 

 

博士論文 

 

横浜国立大学の歴史について 

The History of YNU 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

横浜国立大学大学院 

国際社会科学府 

 

 

横国 太郎 

YOKOKOKU Taro 

 

 
 

2026 年 3 月 

March 2026 

 

 

 

学位取得年月

を西暦で日本

語および英語

で表記 

論文タイトルは和文

と英文の両方を併記

（英文のみも可） 

氏名は日本語と

ローマ字表記の

両方を併記（ロー

マ字表記のみも

可） 


